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 皆様には日頃より当協会の事業・取組につきまして御理解・御協力をいただいており、

感謝申し上げます。 

 この度、私どもの取組や活動の状況を皆様にお伝えするため、ニュースレターを発行す

ることといたしました。ご一読いただけましたら幸いです。 

 国内誘致部 部長 松田 隆則 

本県観光の魅力を伝え、知名度向上を図るため、観光情報を発信・提供しています。 

「ジモ・ミヤ・タビ」キャンペーン（県民県内旅行キャンペーン） 

現在、新型コロナウイルスの感染状況を踏まえ、キャンペーンの開始を延期しております。 

当協会は「ジモ・ミヤ・タビ」キャンペー

ンの事業実施主体として運営を担当してお

ります。 

令和３年４月 23日（金）～５月 31日（月）

までの実施予定で急ピッチで準備を進め、 

４月 21日（水）の宮崎日日新聞に広告を掲

載したところですが、県内のコロナウイル

ス感染状況を踏まえ、開始日が延期されま

した。開始日は決定次第、お知らせいたし

ます。 

 

キャンペーンの詳細につきましては、 

こちらをご覧ください。  

「宮崎 じゃらん」ができました！ 

 

「だから、私は、宮崎へ。」この１冊がまるごと宮

崎県。県内 214のスポットを掲載し、宮崎県の魅力

がぎゅっと詰まった「宮崎じゃらん」（A4版 58ペー

ジ）を無料配付中です。 

リクルート社の着地型観光パンフレット『ご当地

じゃらん』として作成し、地元の人が勧める“とっ

ておきスポット”、一年中楽しめる“花鑑賞＆フル

ーツ狩り”、“神社やパワースポット巡り”を特集。

宮崎グルメ、お土産、スポーツ、温泉などなど、情

報満載です。 

 

デジタル版は「旬ナビ」の「旅の 

お役立ち情報」－「電子パンフレ 

ット」からご覧いただけます。 

 

 



 海外誘致部 部長 鷹取 善昭 

ウイズコロナ、アフターコロナでのインバウンド（訪日外国人旅行客）対策を進めています。 

海外への情報発信を強化 
渡航再開の見通しが立たない中、海外誘致部では情報発信を

強化しています。韓国で最も人気のある「ネイバーブログ」に

アシアナ航空宮崎路線就航 20周年を記念するブログを４本掲

載。各記事２万回以上のレビューを目標としています。 
※写真：就航初便到着時（H13.4.24） 

 

 

 ＭＩＣＥ推進局 局長 杉松 彰 

延期・中止となった MICEの開催に向けたフォローと新たな誘致セールスに取り組んでいます。 

感染状況を踏まえながらＭＩＣＥ誘致を推進 
 コロナ禍によって MICEの延期・中止が相次ぎましたが、今年

度は９月下旬から 11 月にかけて、学会等６件の開催・延べ

10,280人参加の予定（R3.5.25現在）となっております。引き

続き、感染状況を踏まえながら MICE 誘致を推進してまいりま

す。 
 

 スポーツランド推進部 部長 末吉 大介 

アマチュアスポーツ団体の合宿、スポーツイベントの誘致・開催支援等を実施しています。 

スピードスケートナショナルチームに激励品を贈呈 
令和３年４月 27 日（火）青島グランドホテルにおいて、本

県の永山副知事が髙木美帆選手に宮崎牛 10 ㎏を、宮崎市から

宮崎完熟マンゴーを贈呈しました。 

合宿は４月 25日（日）から５月 12日（水）まで県総合運動

公園トレーニング場等で実施され、39 名(選手 24 名、コーチ

４名、スタッフ 11名)が参加。当協会は宮崎空港での出迎え・

歓迎や贈呈式のサポートなど、選手の皆さんを心をこめておも

てなししました。 

 

 

 宮崎ユニバーサルツーリズムセンター センター長 篠原 俊尚 

県内の観光地や宿泊施設等のバリアフリー状況等の情報提供や相談対応をしています。 

宮崎ユニバーサルツーリズムセンター 
 高齢者や障がい者、ベビーカーの家族連れなど、誰もが制約を感

じずに気兼ねなく旅行していただけるよう、昨年８月に「宮崎ユニ

バーサルツーリズムセンター」を当協会内に開設し、バリアフリー

対応の状況などの情報提供等をしています。 

 

■お問い合わせ先  公益財団法人宮崎県観光協会 総務企画部 篠原・松元・大西 
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